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国民健康保険の状況推移

地域防災力向上事業として353万9000円、地域防災学習会開催事業と
して160万円、災害に対し強靭なまちづくりを進める3705万円、河川
監視カメラの拡充に1327万8000円が計上されています。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か

ら
約
３
年
が
経
ち
、
高
梁
市
復

興
計
画
の
復
興
期
に
移
行
し
ま

す
。
高
梁
市
は
新
た
な
計
画
と

し
て
、
災
害
時
の
避
難
行
動
を

迅
速
に
進
め
る
た
め
、
危
険
区

域
や
避
難
場
所
を
表
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
。
浸
水

被
害
が
多
か
っ
た
広
瀬
地
区
に

は
緊
急
避
難
施
設
整
備
に
取
り

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
整
備
を

計
画
し
て
い
る
内
水
排
除
用
「
落

合
雨
水
ポ
ン
プ
場
」
は
、
平
成

30
年
７
月
豪
雨
時
の
雨
量
に
対

応
で
き
る
も
の
と
し
て
設
計
を

進
め
て
い
ま
す
。
外
水（
高
梁
川
・

成
羽
川
か
ら
の
流
入
）
に
つ
い

て
は
、「
県
事
業
と
併
せ
て
堤
防

の
か
さ
上
げ
、
河
川
し
ゅ
ん
せ

つ
な
ど
、
併
せ
て
行
う
必
要
が

あ
る
」
と
市
長
が
答
弁
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
県
が
策
定
す
る

河
川
整
備
計
画
が
基
本
と
な
り
、

完
成
時
期
は
未
定
で
す
。
線
状

降
水
帯
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
多
い
近
年
、
早

急
な
完
成
が
望
ま
れ
ま
す
。

　　

議
案
６
号
、
15
号
、
48
号
、
61
号
、
62

号
に
つ
い
て
反
対
と
し
、
他
の
議
案
に
は

賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
う
。
議
案
６
号

は
各
種
指
定
管
理
先
33
カ
所
が
一
括
で
提

案
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
当
該
委
員
会

で
審
議
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

議
案
15
号
「
介
護
保
険
」
の
保
険
料
値

上
げ
に
反
対
す
る
。
議
案
48
号
・
62
号
は

「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」
で
、
国
保

財
政
は
不
安
定
要
因
が
あ
る
に
し
て
も
、

必
要
以
上
の
基
金
積
み
立
て
を
行
わ
ず
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
反
対
す
る
。

　
「
令
和
３
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
予
算
」

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
活
は
年
金
や
社

会
保
障
の
切
り
下
げ
な
ど
で
大
変
で
あ

り
、
非
正
規
雇
用
が
増
え
貧
困
化
が
進
ん

で
い
る
。
吉
備
国
際
大
学
や
図
書
館
の
委

託
料
な
ど
を
優
先
的
に
予
算
組
せ
ず
、
市

民
生
活
を
増
進
し
、
市
民
の
毎
日
の
暮
ら

し
を
応
援
す
べ
き
。
商
品
券
の
領
布
や
、

市
内
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の
割

引
で
は
、
商
店
は
登
録
業
者
の
み
、
購
入

者
側
も
ス
マ
ホ
決
済
が
で
き
る
方
の
み
の

支
援
と
な
っ
て
い
る
。

　

消
防
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
今
議

会
に
基
本
設
計
と
実
施
設
計
に
つ
い
て
の

予
算
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
短
時
間
で
の

施
工
に
は
危
惧
を
感
じ
る
。

　

議
案
１
号
か
ら
76
号
ま
で
す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行

う
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
は
、
女
性
管
理

職
に
部
長
級
１
人
、
次
長
級
２
人
、
管
理

職
１
７
５
人
中
50
人
で
、
28
・
６
％
の
割

合
。
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
の

女
性
を
30
％
に
す
る
と
い
う
目
標
に
近
い

数
字
で
あ
り
、
更
な
る
伸
長
、
民
間
企
業

へ
の
波
及
を
望
み
た
い
。

　
「
高
梁
市
総
合
計
画
」、「
第
３
次
高
梁

市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
市
民
の
幸
せ
の
た
め
確
実
な
執
行
を

要
請
す
る
。「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」
の

実
行
に
は
誠
（
言
っ
た
こ
と
を
成
す
）
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
議
案
８
号
・
９

号
で
は
施
設
の
廃
止
条
例
が
上
程
さ
れ

た
。
利
用
者
の
減
少
、
老
朽
化
な
ど
で
公

共
施
設
の
廃
止
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題

で
あ
る
が
、住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合

意
形
成
）
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
「
だ
れ
１
人
取
り
残
さ
な
い
」Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
精
神
を
中
心
に
据
え
て
、「
高
梁
市
総

合
計
画
」
を
羅
針
盤
と
し
て
、
３
万
人
の

市
民
を
乗
せ
た
船
の
航
海
が
始
ま
る
。
10

年
後
、
豊
か
な
夢
の
島
に
上
陸
で
き
る
こ

と
を
祈
念
す
る
。

３月定例会で賛否が分かれた議案の議決結果

※議長は採決には加わりません。　※他の議案は全会一致で可決しました。

○：賛成　●：反対　欠：欠席

指定管理者の管理の期間の特例の廃止等に伴う関係条例の
整備に関する条例6号

15号

48号

61号

62号

高梁市介護保険条例の一部を改正する条例

令和２年度高梁市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和３年度高梁市一般会計予算

令和３年度高梁市国民健康保険特別会計予算

大
月

川
上
博

川
上
修

倉
野

小
林

宮
田
好

三
村

石
部

石
田

石
井

森
上森伊

藤
小
柴

新
倉

平
松

金
尾

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ○

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災復興

討　　　論

(国保の背景や今後の医療費の動向も踏まえなが
ら)必要額を確実に確保できる保険税率を想定。

1人1台端末の導入を終え、新年度予算ではアプリ
ケーションソフト(電子ドリルなど)の導入、ス
クールサポーターの拡充として747万3000円が計
上されています。

　

高
梁
市
は
特
定
健
診
受
診
率
が

低
く
、
重
症
化
し
た
生
活
習
慣
病

の
医
療
費
が
高
額
に
な
る
傾
向
が

あ
り
、
１
人
当
た
り
医
療
費
は
、

県
内
第
１
位
と
高
水
準
で
す
。

　

国
保
制
度
改
革
後
は
、
市
は
県

が
示
す
納
付
金
の
必
要
額
を
確
保

で
き
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
３
年
度
に
つ
い
て
も
、

前
年
度
の
状
況
や
今
後
の
見
込
み

に
基
づ
い
て
加
入
者
の
保
険
税
を

算
定
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

前
年
度
繰
越
金
が
約
９
０

０
０
万
円
以
上
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
国
民
健
康

保
険
事
業
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
、

加
入
者
が
負
担
す
る
保
険

税
率
は
変
更
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
元
来
本
市
は
自
主

財
源
に
乏
し
く
、
今
後
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
の
た
め
に
先
行
き

不
透
明
で
、
保
険
税
収
入

の
確
保
が
不
確
実
な
状
況
で
あ
る

こ
と
、
生
活
困
窮
や
被
災
な
ど
の

た
め
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
加
入
者
に
対
し
て
は
今
後
も

保
険
税
減
免
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
国
保
加
入
世

帯
の
税
負
担
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
積
み
立
て
に
よ
り
４

億
４
０
０
０
万
円
を
超
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
基
金
の
積
み
立
て

よ
り
も
市
民
負
担
の
引
き
下
げ
を

求
め
る
立
場
か
ら
、
３
人
の
議
員

が
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

高
梁
市
立
の
小
中
高
校
（
小
15

校
、中
６
校
、高
２
校
）
に
お
い
て
、

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
り
、
児
童
生
徒
へ
の
一
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
環
境
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
梁
市
で
は
、
令
和
２
年
度
は
、

教
師
用
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
み

の
導
入
で
す
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
、
学
校
に
お
け
る
教
育
の
質
を

よ
り
高
め
て
い
く
上
で
、
学
習
者

用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
に
つ

い
て
活
用
も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
生
徒
へ
の
影
響
は

　

学
習
内
容
は
ど
ん
ど
ん
増
え
、

端
末
を
注
視
す
る
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
心

身
の
健
康
へ
の
影
響
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

端
末
を
児
童
生
徒
の
家
庭
に
持

ち
帰
ら
せ
る
に
は
、
家
庭
の
通
信

環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
。
ま
た

数
年
先
の
端
末
の
更
新
費
用
の
負

担
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

学
校
で
は
ど
う
か

　

学
校
現
場
も
対

応
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
。
業
務
の
多

忙
化
の
な
か
、
教

師
の
指
導
力
の
向

上
も
課
題
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
や
授
業
支
援

の
た
め
に
、
支
援

員
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
適
応

へ
の
積
み
重
ね
が

必
要
で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
よ
り

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
は
、
直

接
自
分
の
考
え
が
書
き
込
め
、

そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
学
習
や
学
級

全
体
で
共
有
し
、
発
表
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
は
、
端
末
で

使
用
す
る
電
子
ド
リ
ル
の
導
入

や
、
電
子
黒
板
の
配
置
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

国民健康保険税

GIGAスクール構想

高
梁
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

ス
タ
ー
ト
！

国
民
健
康
保
険
事
業
調
整
基
金
は
約
４
億
４
千
万
円

保
険
税
率
は
据
え
置
き
に

H20年

H22年

H24年

H26年

H28年

H30年

9,214人

8,714人

8,221人

7,726人

7,174人

6,537人

５億3647万円

２億8878万円

２億2930万円

１億8168万円

      3194万円

２億7202万円

27億4531万円

29億1569万円

29億  858万円

29億  359万円

28億6051万円

26億4897万円

被保険者数 　年度末基金残高 保険給付費

　
賛
成
討
論
　
　
　
　
　
　
金
尾
恭
士

　
反
対
討
論
　
　
　
　
　
　
石
部
　
誠


